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研究成果の概要 

本年度は、マウスの胎盤における細胞種および発生系譜の理解を進めるうえで基盤となる single nuclei 

RNA-seq（snRNA-seq）解析技術を導入した。その結果、これまで single cell RNA-seq（scRNA-seq） 

解析では検出が難しかった SynT-IIなどのラビリンス層に存在する細胞種も分離検出することに成功し

た。また、時期特異的なマーキングによる発生系譜解析のため、これまでの胎盤および胎盤幹細胞を使

った scRNA-seq 解析で着目した特定遺伝子について CreERT2 をつないだトランスジェニックマウスを

導入した。 

また、胎盤の特定の細胞の重要性を解析するため、前年度までに作出した胎盤特異的に Cre リコンビ

ナーゼをノックインしたマウスラインを、Cre 依存的にジフテリアトキシンを発現する DTR マウスと

交配した。その結果、胎盤の細胞でのみ細胞死を広く誘導することに成功した。このマウスを使って、

胎盤の特定の細胞を除去したときに胎盤にどのような機能異常が起き、そしてそれが胎仔発生にどの

ような影響を与えるかを解析する。 

アミノ酸輸送体である Slc38a4 について、Exon4 を loxp で挟んだマウスを作出した。これを胎盤特異

的 Cre マウスと交配し、胎盤特異的に Slc38a4 をノックアウト（KO）することに成功した。通常の全身

KO とは異なり、父方ヘテロ KO では表現型が出なかったため、胎盤特異的なホモ KO 個体を作出して

いる。 

胎盤でのみ発現する遺伝子の機能を探るため、Triple CRISPR 法による遺伝的スクリーニングを行った

結果、KO すると胎盤・胎仔どちらの重量も減少する遺伝子として Rhox12 遺伝子を同定した。RHOX12

は s-TGC 細胞に特異的に発現していた。本年度は、この Rhox12 遺伝子について CRISPR/Cas9 によっ

て KO マウスラインを樹立した。 
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